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1Fiiii;1,E治療をする他の患者さん

医療スタッフとうまくコミュ

ニケー彰ヨンのあ り方をみんなで考える＞
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おすすめの方法は？

１２：３０開場

１３：００～「あいさつ｣と｢今回の講演会の楽しみ方の説明」

岡山県不妊専門相談センター111塚i除也

１３：０５～「岡山県の不妊治療への支援」

岡山県健康対策課課長徳山雅之

１３：１ｏ～診療場面を擬似(本験しよう
～模擬患者と医療スタッフによる再現～

１．はじめての診察室で医師佐々木愛子

模擬患者山、さん(仮名）

２．ステップアップの説明を聞いてみる

医師野口聡一

模擬患者夫婦高橋さん夫妻(仮名）
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１４：１５～男'|生不妊。不育症に関する話題
３．はじめての男性不妊外来で

川崎医大病院泌尿器科医師永井敦

１４：４０～４．流産や死産の後で

岡山大学病院産科助産師佐藤久恵

１５：ＯＢ～相談している場面を擬似体験しよう
～模蝋相談者と不妊カウンセラーによる再I見～

５相談室でカウンセラーと話してみる
不妊カウンセラー江見弥生

；模擬相談者吉H1さん(仮名）
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○交流センターに一般駐車場はありません。 １５；３０～終了（雑談会，質問コーナー）
公共交通機関をご利用ください ｂ￣

不妊･不育とと とろの相談室 岡山大学大学院
保健学研究科

学大学
究科

岡山県保健福祉部健康対策課
母子･歯科保健班
Phone：０ＢＢ－２２Ｓ－７Ｂ２Ｓ
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歯科
：ＯＳＢ

健 社
毎週水､金曜日午後1時～5時
毎月第１土曜日午前１０時～午後S時
PhonB＆ＦＡＸ：ＯＢＳ－２Ｓ５ｅ５４２

Ｂｍａｉｌ：funin＠cQokayamauacjp

中塚幹也
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